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学びのポイント

　犬や猫をパートナーとして暮らす家庭が増加
し、獣医師は家庭動物を治療するというイメー
ジが強くなっています。しかし、忘れてはいけま
せん。牛や豚などの産業動物や、種の保存が
必要な野生動物の治療も、獣医師が担当して
いるのです。さらに、食中毒などの食品衛生問
題や人獣共通感染症など、人間にも大きくかか
わるテーマについても獣医師が関わっていま
す。あらゆる動物と人間の健康のために、獣医
師が担う役割は日々、拡大しています。本学科
では、これらの問題に対応できる優れた獣医師
を育成します。

　獣医師に必要なのは単に臨床の技術や知
識だけではありません。高度な治療に加え、看
護、栄養、薬剤などの幅広い分野の知識が必
要になります。本学科では、獣医学の総合的な
力が要求される場面で、的確な対処ができるよ
うに、基礎から臨床応用まで網羅したカリキュ
ラムを構成して実践力を養っていきます。最先
端の設備を備え、さまざまな症例の動物が来院
する付属動物医療センターは、獣医師の使命
と目標を肌で感じることができる絶好の教育環
境です。

野生動物、産業動物、家庭動物、
そして人間にも関係する獣医学。

技術と知識を兼ね備えた総合的な
「臨床力」を高めるカリキュラム。

　獣医学のテーマは広く、人間に対するペット
ロス症候群のケア、家庭動物に対する痛みの
ケア、産業動物の臭いや糞尿対策など、人間
のメンタルから動物飼育設備まで研究対象に
なります。また、野生動物の保護と共生などの
普遍的なテーマや、遺伝子工学や分子生物学
などの先端分野の研究もその範疇です。獣医
学には、未知の領域がまだまだたくさんありま
す。あなたの研究が世界初の発見となり、今後
の獣医学の発展を左右することになるかもしれ
ません。

様々なテーマから結論を導き出し、
問題を解決する。

獣医学科の学び 獣医師が扱う幅広いテーマにきめ細やかに対応したカリキュラムで、
技術・知識を兼ね備えた臨床力の高い人材を育てます。

カリキュラム

獣医師に必要な教養を身につけると共に
基礎専門科目を学びます。

臨床現場での具体的な治療法や
公衆衛生を実習で学びます。

付属動物医療センターでの
診察に参加します。

６年間の総まとめ、卒論の提出と
獣医師国家試験の準備をします。

実習を通して基礎獣医学の知識を
確実に身につけます。

基礎獣医学の知識を土台に、臨床・応用獣
医学を学びます。研究室に所属します。

1年次 4 年次2 年次 5 年次3 年次 6 年次

獣医学概論
獣医倫理学
獣医解剖学 
獣医組織学
獣医生理学
獣医生化学
放射線生物学

獣医事法規
獣医微生物学実習
家禽疾病学
獣医寄生虫病学実習
動物衛生学実習

（牧場実習含む）

公衆衛生学Ⅱ（食品衛生）

公衆衛生学Ⅲ
（人獣共通感染症）

公衆衛生学実習Ⅰ
（人獣共通感染症・環境衛生）

獣医疫学
魚病学
野生動物学Ⅱ

（野生動物医学）

獣医内科学実習
（一般診断・治療）

獣医内科学各論Ⅰ
獣医内科学各論Ⅱ
獣医内科学各論Ⅲ
獣医内科学各論Ⅳ
獣医外科学各論Ⅱ
獣医外科学各論Ⅲ
獣医外科学各論Ⅳ
獣医外科学実習Ⅰ（手術学）

獣医外科学実習Ⅱ（麻酔学）

獣医画像診断学実習
産業動物臨床学Ⅰ
産業動物臨床学Ⅱ
産業動物臨床実習
獣医臨床繁殖学Ⅱ
獣医臨床繁殖学実習

公衆衛生学実習Ⅱ
（食品衛生）

疫学演習・実習
獣医内科学各論Ⅴ
獣医内科学各論Ⅵ
獣医内科学各論Ⅶ
獣医内科学各論Ⅷ
獣医臨床病理学実習
獣医臨床栄養学（応用）

獣医外科学各論Ⅴ
獣医救急医療学
獣医総合実習（臨床）

獣医総合実習（臨床）動物福祉学
獣医解剖学 
獣医解剖学実習
獣医発生学 
獣医組織発生学実習
獣医生理学
獣医生化学
獣医生化学実習
獣医薬理学 
獣医遺伝・動物育種学
動物行動学
獣医病理学
獣医微生物学
野生動物学Ⅰ（野生動物基礎）

獣医生理学実習
獣医薬理学 
獣医薬理学実習
獣医病理学
獣医病理学実習
獣医免疫学
獣医微生物学
獣医微生物学実習
家禽疾病学
動物感染症学
獣医寄生虫病学
動物衛生学
動物衛生学実習

（牧場実習含む）

公衆衛生学総論
公衆衛生学Ⅰ（環境衛生）

毒性学    
毒性学実習
実験動物学
実験動物学実習
獣医内科学総論
獣医臨床薬理学
獣医臨床栄養学（基礎）

獣医外科学総論
手術学総論
獣医麻酔学
獣医外科学各論Ⅰ
獣医臨床繁殖学Ⅰ

必修科目（コアカリキュラム）

比較細胞生物学
生体分子化学
化学実習

生物学実習
動物心理学
畜産学概論

総合獣医学
卒業論文

専門外国語
学外実習（専門）

生物統計学
家畜飼養学

必修科目（コアカリキュラム以外）

English Communication
独語
仏語
中国語
生命科学研究論
生物学
化学
物理学
科学史
数学
情報学
文章表現法

健康科学
スポーツ野外活動
心理学
哲学
経済学
法学
臨床獣医学概論
獣医史学
学外実習（基礎）

魚病学実習
野生動物学実習

病院経営学
鳥・特殊動物の臨床

獣医学特論Ⅰ
獣医学特論Ⅱ
獣医学特論Ⅲ
獣医学特論Ⅳ
獣医学特論Ⅴ
獣医学特論Ⅵ

サイエンスセミナー
産業動物品種論
伴侶動物品種論
比較発達心理学実習

選択科目	

　2016年度より獣医学共用試験の本格実施が始
まりました。この試験は獣医学科に在籍する学生が
参加型実習を受ける前に合格することが求められて
いるもので、vetCBTとvetOSCEの2つの試験で構
成されています。これまで本学は全国に先駆けてCBT
トライアル、OSCEトライアルを実施しており、その過
程で得た経験をもとに、vetOSCE対策のためのスキ
ルスラボを開設しています。スキルスラボでは試験前
の練習として、牛を繋ぐためのロープワークや、犬の診
察手順、聴診部位の確認、縫合の練習などを各種の
シミュレーターを使って行うことができます。また、各自
の進度に合わせて、説明用の動画を見ながら何度で
も繰り返して練習できるのも本学のスキルスラボの特
徴です。その他にも、学生のコミュニケーション能力開
発・育成のため、模擬クライアントを配した医療面接
実習を導入するなど、新しい手法を取り入れた臨床教
育に取り組んでいます。

▼獣医学共用試験の詳細はこちら

http://veteso.or.jp/exam/index.html

獣医学共用試験対策における本学の取り組み
TOPICS
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